




































ら流暢性や読解につなげていく多層指導モデル (Multilayer Instruction Model 梅
津他、 2008) や、子どもの認知能力のプロフィール分析結果を活かした長所

















・父、母、本人の 3人家族 O 保護者は教育熱心である O
(4)生育歴
出生時は、体重 2，700gの正常分娩で特に問題がなかった O 発語(1歳 3ヶ
月)、始歩(1歳 6ヶ月)も正常範囲の成長であった。健康診断(1歳半、
3歳)においても何の指摘はなかった O 保育園は 3年間(3 歳~ 5歳)通っ





仮名や漢字の読み書きに遅れがあるために、週 1回の「取り出し指導 j を受
けてきている O また、学校側の勧めで 1年生の 9月に児童相談所に行き、医













表 1には、 K-ABC検査の結果を示した O 継次処理尺度と同時処理尺度の標
準得点は、それぞれ 82 (:!: 8 )、 89 (土 7)で、知的発達水準が「平均の下 J
の域であった O 両者の差は 7であり、有意差は認められなかった D 継次処理
の下位検査では、「手の動作」の評価点が 10で個人内平均よりも高い値を示




認知処理過程尺度と習得度尺度の標準得点は、それぞれ 84 (土 6)、 69 (土
5 )であり、習得度が「知的障害 j の域であった O 両者の差は 15であり 1% 















継次処理 評価点 同時処理 評価点
手の動作 10 絵の統合 9 
数 唱 6 模様の構成 1 
語の配列 5 視覚類推 7 
位置さがし 6 
継次処理 82 :t 8 同時処理 89:t 7 























































( PS) PS POと100であった O処理速度71、( FD) 




FD ( 77) VC 4つの群指数間の差をまとめて示すと、
( 101 )の関係が成り立っと考えられる D
以上のことから、
= PO 




























































「小学校 1年生の問題」を実施した O 平仮名、カタカナ、および漢字の音読
と書取の結果は、表 5に示した O 平仮名は、 7~ 8割程度読めるが 5~ 6割





表 5 読み書きスクリーニンク。検査結果(小 1年) 表 6 小 1年の漢字と音読の検査結果
平仮名 カタカナ 漢字 漢字の読み 漢字の書取 音読のスピード
l文字の音読 19(95) 1文字の音読 16(80) 1文字の音読 1(5 ) 16字(20 % ) 9 (11 %) 50字(70秒)
単語の音読 16 (80) 単語の音読 1 (55) 単語の音読 o(0 ) 250字(261秒)
400字(測定不能)
l文字の書取 14(70) 1文字の書取 1(5 ) 1文字の書取 o(0 ) 
単語の書取 13 (65) 単語の書取 o (0 ) 単語の書取 o(0 ) *漢字の読み書き 80字
*全20問中 )内は正答率
(4)小学校 1年生の漢字書取と音読スピード検査
表 6には、小学校 1学年で学習する漢字 80字の読みと書取、及び教科書の
音読スピード検査の結果を示した O 音読は 16字、書取は 9字の正答であった O
ほとんど漢字の読み書きができないことが明らかとなった O
また、 1年教科書(光村図書)の物語文を使用した音読スピード検査では、 50










表 7には、北出 (2009)の「視覚機能チェックリスト J に基づいた結果を示




















































指導期間は、 2011 年 5 月~ 12月とした D 指導時間と回数は、 1指導 90分、
計 20固とした O 指導形態は、 Y大学の研究室で個別指導とした O
(2)個別の指導計画の作成
指導方針に基づき、表 8には対象児の個別の指導計画を示した O 目標は、
I 1年生の平仮名、カタカナ、漢字の読み書きができる o J と I1年生レベ
ルの 400字程度の文章を読むことができる oJ の 2つを掲げ、それらを達成す
るために指導項目と指導段階を設定した D また、指導前には 30分間のビジョ
ントレーニングを実施することにし、「追従性眼球運動トレーニング J I跳躍
性眼球運動トレーニング J I両眼のチームワークのトレーニング J Iボディイ
メージのトレーニング」を取り入れた口
(3 )教材






目 標 |① 1年生の平仮名、カタカナ、漢字の読み書きができる。
② 1年生レベルの 400字程度の文章を読むことができる。
指導期間 2011 年 5 月~ 12月 |指導回数 時間| 計 20回 l指導 90分
指導項目 I <指導前のビジョントレーニング(30分>① 1年生の平仮名、カタカナ、漢字の読み書き
指導段階 I1 .追従性眼球運動トレーニング A 平仮名の読み書き
il. 結果
・紐付きの動いているお手玉にハチする。 A1 特殊音節以外の平仮名を読む 0
・転がってくるボーノレをキャッチする。 A2 平仮名の特殊音節を読む。
・お手主を片手で投げて片手でする。 A3 特殊音節以外の平仮名を書く。
2. 跳躍性眼球運動トレーニング A4 平仮名の特殊音節を書く。
・頭を動かさないで自分の両手の人差し B カタカナの読み書き
指を交互に見る。 B1 特殊音節以外のカタカナを読む。













D4 : 1年生レベノレの 300字程度の文章を読む。
D5 : 1年生レベノレの 400字程度の文章を読む。
よ!よ iよiki よj よ!よ
図 1 平仮名の読み書き指導で使用した教材
1 .平仮名、カタカナ、漢字の読み書き








査(20問)J と r1年生で習う漢字(80字)J の正答率の変化を示した O 平仮
名においては、 1文字の音読が 95%→ 100 %、単語の音読が 80%→ 100 %、
1文字の書取が 75%→ 95 %、単語の書取が 65%→ 90 %であった D カタカナ
においては、 1文字の音読が 80%→ 100 %、単語の音読が 55%→ 100 %、 1 
文字の書取が 25%→ 95 %、単語の書取が 0%→ 80%であった。漢字におい
ては、 1文字と単語の音読が 5%→ 75%、 1文字と単語の書取が o0/0→ 70 % 
であった O また、 1年生で習う漢字(80字)の音読が 16%→ 95 %、 1文字





























実態調査時 指導終了時 実態調査時 指導終了時

















実態調査時 指導終了時 実態調査時 指導終了時
図 4 漢字の読み書きスクリーニンゲ検査結果 図 5 年生の漢字(80字)の習得結果
2. 文章の読みスピード
1年生レベルの本読みで使用した教材は、市販されている物語の文章であ











実態調査時と指導終了時の「本読み(50字、 250字、 400字)J 




の音読が 260秒→ 176秒、 50字の音読が測定不能
ピードを上げて読めるようになった O
」 ? ?
























































































対象児には、認知特性を調べる検査として、 K-ABC検査、 WISC-血検査の 2
つを実施した O 前川ら (1995) は、「情報処理過程が、子ども達の学習場面
や日常の生活場面での活動とどのように関係しているか知っておくことは、
検査の結果を子どもの抱える問題と関連づけて解釈することを可能とし、指
導の方向性を導く基礎となる。 J と述べている。また、上野(2005) は、値
の検査について、「一人の子どもの様々な能力の諸側面がどのように発達し
ているか、つまり個人内における発達の様相、バランスの具合(個人内差)
を知ることもできる o J と述べている。
知能検査や発達検査を行うということは、個人内差の理解に繋がるのであ







た指導プログラムを作成することが可能になる oJ と述べている O
そこで、対象児の得意な認知処理様式を活かした個別の指導計画を立てる
ために、 K-ABC検査と WISC-III検査の 2種類を実施したのである O これは、服
部(2005) が、「複数の検査を組み合わせて実施することで、より信頼できる
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